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	校長　　鈴木　愛
	発表テーマ：「PTAの新しいカタチ『しもとくファンクラブ』
	第1分科会「学校」では、「子どもたちの学校教育を支え、社会自立を育むため、PTAは学校との連携をどのように進めていくか」を研究協議題として協議が行われました。発表校の茨城県立下妻特別支援学校からは、「PTAの新しいカタチ『しもとくファンクラブ』～『やらなきゃ』を『やりたい！』に～」をテーマにした実践報告がありました。同校では、保護者の負担軽減とつながりの維持を両立させるため、会長制を共同リーダー制へ変更し、総会を「ファンミーティング」とするなど、時代や保護者の実情に合わせたPTA組織の再構築に取り組んでいました。
	　発表後のグループディスカッションでは、各校のPTA活動の現状や課題について活発な情報交換が行われました。多くの学校から、PTA役員のなり手不足や、一部の保護者に負担が集中している状況が報告され、全国的な共通課題であることを改めて認識しました。一方で、下妻特別支援学校の取組については、「自校でも参考にしたい」「元気をもらった」「前向きな気持ちになれた」などの感想が多く聞かれ、参加者の共感を集めていました。
	　今回の分科会を通して、PTA活動は単なる組織運営ではなく、保護者同士や学校とのつながりを育み、子どもたちを支える大切な役割を担っていることを改めて感じました。特に、「やらなければならない活動」から「参加したい活動」へと発想を転換することの重要性を学びました。学校と保護者が互いに支え合いながら、誰もが無理なく参加できる仕組みをつくることが、これからのPTA活動には求められていると感じた、大変有意義な分科会でした。
	PTA会長　　駒井夏美　
	　発表校PTAを通じて地域の書道ボランティアを学校に紹介し、授業の一環として書道体験を実施したことで、地域とのつながりや児童の興味・関心の広がり、教育活動の充実につながったとの発表がありました。また、地域行政との懇談会を通じ、福祉関係者との連携強化にも取り組んでいるとのことでした。
	グループ討議では、九州地方の保護者や関東地方の教員と意見交換を行い、地域による福祉サービスや施策の格差の大きさを改めて感じました。東京都では、毎年行政への予算要望活動を行い、内容を精査しながら粘り強く声を上げ続けています。こうした活動も施策が進む一つの要因ではないかと感じます。一方で、自治体への要望活動を行っていないPTAもあることを知り、地域の課題を把握し、保護者の声を届けるP連・PTAの活動意義の大きさを改めて感じました。
	　また、より良い福祉サービスの充実に向けてPTAができることについても意見交換・発表を行いました。保護者自身が施策の動向を知り、それをもって地域の課題について声を上げることに加え、児童発達センターや医療的ケア児等コーディネーター・相談支援専門員など、旗振り役となる人の力を活用することも重要であると考えています。支援を「点」として捉えるのではなく、目の前の支援と将来を見据えた見通しを持ち、学校・福祉・行政等が方向性を共有しながら、その子どもや家庭に合った支援を重ねていくことが大切だとお伝えしました。
	　今回の大会全体を通して、「負担軽減」という言葉を多く耳にしました。私も働く母としてその大変さを理解する一方で、活動の中身や本来の意義を考え、必要なことと見直すべきことを判断することも大切だと感じました。私自身も、昨年度から引き続きPTAの役割や活動による成果を伝え、一人でも多くの方に活動の意義を知ってもらえるよう取り組んでいきたいと思います。
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